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6 試験結果

1) 死亡例

いずれの投与群においても， 観察期間中に死亡例は認められなかった。

2) 一般状態

いずれの投与群においても， 観察期間中に異常は見られなかった。

3) 体重変化（表ー1)

投与後7及び14日の体重測定において， 試験群は対照群と比べ体重値に差は見られな

かった。

4) 剖検所見

観察期間終了時の剖検では， すべての試験動物に異常は見られなかった。

7 結 倫
―ー""

エ ルビ ー ノ水について， 雌マウスを用いた急性経口毒性試験（限度試験）を実施した。

エ ルビ ー ノ水を20 mL/kgの用量で単回経口投与した結果， 観察期間中に異常及び死亡例は

認められなかった。 したがって， エ ルビ ー ノ水のマウスにおける単回経口投与によるLD50値

は， 雌では20 mL/kg以上であるものと考えられた。
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表ー 1 体重変化

投与群 投与前
投与後（日）

試験群 28. 7士2. 0 (5) 

一
対照群 | 28. 7士1. 6 (5)

体重は平均値土標準偏差で表した（単位： g）。

括弧内に動物数を示した。
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31. 9土3. 2 (5)
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32.4土2.7 (5) 
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